
鼻血（鼻出血：びしゅっけつ）

 右と左の鼻の穴を隔てている壁（鼻中隔）で、鼻の入り

口から少し奥にキーゼルバッハ部位という部分がありま

す。そこは粘膜のすぐ下に小さな血管がたくさん集まって

います。鼻血のほとんどはここから出ます。

 原因はたいていは鼻いじりなどの刺激がきっかけになっ

ています。またアレルギー性鼻炎があると粘膜が炎症を起

こしているため、出血しやすいと言われています。また、

乾燥すると出やすいとも言われます。

１）鼻血はどこから出るの？どうして出るの？

　一言に「貧血」と言ってもその原因はいろいろあるのですが、外来でよく見かける貧血は「鉄

欠乏性貧血」というものです。「よく」といっても風邪などに比べればごくまれですが、米国の

統計では 1～ 2歳児の 9％、3～ 5歳児の 3％という報告があり、日本では 6ヶ月児の 5％、

18 ヶ月児の 3％に貧血を認めたという報告もあります。

　鉄欠乏性貧血はからだの中の鉄が不足することによって赤血球が少なくなり、酸素を運ぶ力が

弱ってしまう状態です。酸素を運ぶ力が弱ると「疲れやすい」「息切れ」「ふきげん」「頭痛」「動

機」「めまい」「顔色が白い」などの症状が出ることがあります。しかし、ゆっくり進行した場合

は症状が出にくいことや、もともと顔色が白っぽい人もいるので、症状だけで見つからないこと

もあり、学校検診ではじめて見つかる場合もあります。

３）「鉄欠乏性貧血」とは？

 まずいすに座って下を向かせて鼻翼（いわゆる小鼻）の穴の少し上を親指と人さし指でぎゅっと

つまんで圧迫します。少なくとも5～10分の圧迫が必要です。上向きにすると鼻血が鼻の奥をまわっ

て口からのどに入るので、気持ち悪くなったり、誤嚥の危険性があります。首のうしろをトントン

しても意味はありません。

 小さな傷の場合は圧迫をしないで、出血している鼻の穴にカット綿やティッシュを詰めるだけで

も大丈夫なこともあります。しかし、たくさんの出血にはそれだけでは不十分で、やはり圧迫が重

要です。

 下を向いて鼻血が止まるまで鼻から血がたれることがありますから、顔の下に洗面器やタオルを

置いておきましょう。また、詰めたカット綿やティッシュが血まみれになったからといって途中で

替えると、せっかく圧迫して固まっていた血のかたまりがとれてしまい、またはじめからやり直し

になってしまいます。口にまわってきた血は飲み込まずにその場で吐き出します。

２）鼻血が出た時にはどうすればいいの？
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鼻血（鼻出血：びしゅっけつ）

 鼻血が出るとびっくりしますよね。実際に血がポタポタ落ちるので、あわてて

しまって、止まらなかったらどうしようと心配になることもしばしばあるので

はないかと思います。

 外来では「この子はよく鼻血が出るんです」と言うお母さん方は多いですね。

それだけお子さんは鼻血が出やすいということです。今回は鼻血が出た時どう

すればいいかお話します。

４）どんな子がなりやすいの？

　鉄欠乏貧血は思春期（特に女児）と乳時期後期～幼児期初期におこりやすいと言われています。

思春期では著しいからだの発育のほか、過度のスポーツやダイエットなどが鉄欠乏性貧血の原因

となります。また、特に女のお子さんは月経による出血で鉄が失われるため鉄欠乏性貧血になり

やすいと言われています。

お風呂上りやあたたかい場所、風邪をひいているときも血管が拡張（太くなること）するので、鼻

血が出やすくなります。
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　①上に示した方法でも血が止まらない時

　②ぐったりしたり、逆に興奮したり、皮膚の色が悪い（赤みがなくなった）などの場合

　③鼻血が何回も出て、毎回止まりにくい場合

　④たくさんの吐血（洗面器にたくさん、タオルが真っ赤になるくらい）をした時

　⑤口の中や手足に出血班（ちいさな赤い斑点）があったり、たくさんのあざがある場合

　⑥強い外傷を受けている場合

　⑦血が止まりにくくなる薬を飲んでいる場合

　⑧血が止まりにくくなる病気に以前かかったことがある場合

　⑦お父さま、お母さまがとても不安な場合

　このような時には小児科または耳鼻科を受診してください。

３）どんなときに受診したらいいの？

　鼻血は見た目が派手なのでびっくりしてしまうことも多いのですが、出血量は意外

と少なかったりします。まずはあわてずに対処することが必要です。

　また、こどもはよく鼻をいじります。「鼻をいじるな」と言ってもいじりたくなるも

のです（大人の私でもその気持ちはわかります・笑）。かゆみや違和感があって気にな

るのでしょう。そんな時は小児科や耳鼻科に相談してみるのもよいかもしれません。
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